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1  はじめに

子どもを取り巻く教育・学習環境とメディアの変容は，広く世界の国々に
共通してみられる状況である。海外における教育メディアの動向については，
前章までの論稿でも触れられているが，本稿では，ラジオやテレビの時代か
らさまざまな教育サービスを実施してきた放送機関が，インターネットの普
及等によるメディア変革期に繰り広げてきた新たな動向に焦点を当てる。

まず前半では，NHK が 1965 年に創設し，世界各国からの参加を得て発展
してきた教育番組・コンテンツの国際コンクール「日本賞」の参加作品や受
賞作品にみる変容を概観する。続いて，「日本賞」でも重要な位置を占めて
きた公共放送機関の教育サービスが，メディア状況の変容の中で，どのよう
に変化してきたかについて，ダイナミックな展開を繰り広げてきたイギリス
BBC の例を中心に紹介する。それらの分析を基に，教育の分野における放
送番組やデジタルコンテンツの今後の可能性，そして公共放送に求められて
いる役割について考察する。

2  「日本賞」コンクールにみる世界の教育番組・コンテンツの変容

（1）教育とメディアの変容を映し出す国際コンクール

世界の教育番組の質の向上を図るとともに，国際間の理解と協力の増進に
寄与することを目的として，教育番組の国際コンクール「日本賞」が NHK

の提唱で創設されたのは，1965 年のことであった。1960 年代半ばといえば
日本では，ラジオではもちろん，すでにテレビでも幼児向けから成人向け
まで多様な教育番組が放送されており，全国の小学校の 7 割以上が授業で
NHK の学校放送番組を利用していた。

しかし世界に目を向けると，まだラジオ放送しか始まっていない国も珍し
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表１　「日本賞」コンクールにみる世界の教育番組・コンテンツの変容
開催年 回 参加対象の変化等，コンクール全般に関する動向 参加作品や受賞作品の特徴

1965 第 1 回

世界各地域の放送機関から，ラジオ 95，テレ
ビ 90，計 185 の放送番組の参加で，第 1 回コ
ンクール開催（応募番組は，シリーズ番組の
中の 1 番組であることが条件）

1966 第 2 回
1967 第 3 回 テレビの優秀番組ダイジェスト版制作開始

1968 第 4 回 テレビ部門参加番組が初めてラジオ部門を上
回る

1969 第 5 回
公平を期すためすべて白黒で視聴していたテ
レビ番組について，カラーによる応募番組は，
カラーで視聴・審査を開始

1970 第 6 回
1971 第 7 回
1972 第 8 回
1973 第 9 回
1974 「日本賞」巡回ライブラリー発足　

1975 第10回
番組審査，ラジオとテレビの 2 部会制から，
初等・中等・成人教育部門制に変更
アジア諸国の参加が大幅に増加

1976
1977 第11回
1978
1979 第12回
1980
1981 第13回
1982
1983 第14回
1984
1985 第15回 コンクール創設 20 周年
1986

1987 第16回

80 年代の成人教育部門番組数の急増に対応し
て，「一般的教育番組部門」を追加
コンクール参加資格の拡大：放送機関だけで
なく，教育番組制作を行っている機関にも参
加資格が与えられる

1988
1989 第17回 ラジオ番組の参加はこの年で終了
1990

1991 第18回
コンクールが再び毎年開催となる
ラジオ部門廃止，テレビ番組のみが対象とな
る

1992 第19回

1993 第20回

すべての部門で，単発番組の参加が可能とな
る。それまで初等教育部門に含まれていた幼
児向け番組を「就学前教育部門」として独立
させる

1994 第21回
1995 第22回 コンクール創設 30 周年
1996 第23回

テレビ部門のグランプリは，フィンランドの学校
放送番組『自然のカレンダー～むかしむかし～』，
ラジオ部門グランプリは，西ドイツの外国語教育
番組（いずれも中等教育）

1960年代後半：
・隆盛に向かうテレビ教育番組
・参加数は減少ながら，質の高いラジオの教育番組
・ラジオとテレビを連動させた番組の登場
・今日的課題に目を向ける教育番組も登場

1970年代前半：
・大型化へ向かう教育番組：60 年代後半の「教育

爆発」で，世界的に教育放送への関心が高まり，
カラー化，番組の長時間化，予算や人材の投入
が進行。1971 年のグランプリ『セサミ・ストリー
ト』も，その代表例

・発展途上国の実力向上：とくにラジオで顕著。
白黒テレビでも，教育効果の明確な番組が続々
登場　　

＜参加番組の傾向＞　
【日本賞初期】　国語，数学，理科，社会等，学校教
育の充実に向けた教科番組や，成人対象の語学教
育，職業教育，識字教育等，基礎教育番組が中心
　　　　　　　　　　　↓

【1970 年代末以降】　社会が直面する多様な課題を
取り上げる教育番組が増加の傾向へ

1980年代前半の国際アンケートや「日本賞」シ
ンポジウムで，ニューメディアの教育利用の進展
状況が明らかに（教育用パソコンソフトやビデオ
ディスクの開発，放送機関のマルチメディア政策）

80年代前半の初等教育部門最優秀賞に，メディ
ア教育をテーマとした番組が登場
1981 年 『コマーシャルができるまで』（オースト
ラリア）
1985 年『アニメ映画をつくる』（スウェーデン）

1980 年代後半：ハイテクノロジー時代を反映
した，優れた制作技術と演出技法の番組が増加。
1985 年から 3 回のテレビ番組のグランプリ（いず
れも成人対象シリーズの 1 番組）もその典型的な
事例
1985 年『飛ぶ鳥のメカニズム』（イギリス）
1987 年『ローレンツ変換の話』（アメリカ）
1989 年『驚異の小宇宙  人体～免疫～』（日本）

1990年代：
【初等・中等教育番組の充実 : 内容の多様化と演出
面での工夫】
・社会的課題を子どもに考えさせる番組の増加：

環境問題，いじめ，児童労働，異文化理解他
・子どもを惹きつける工夫：最新技術，プレゼンター

1979 年から 1993 年までに 8 回，コンクー
ル期間中開催のセミナーやシンポジウムで
の議論の基礎資料とする目的で，参加機関
対象に教育番組をめぐる状況に関するアン
ケートを実施（放送文化研究所の提案で，コ
ンクール事務局と共同で実施） 

＜テレビ部門参加番組に占めるカラー番組の比率＞
1970 年　5 分の 1
1973 年　2 分の 1
1975 年　3 分の 2

↓
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開催年 回 参加対象の変化等，コンクール全般に関する動向 参加作品や受賞作品の特徴
1997 第24回

1998 第25回

シンポジウム『メディアが教育を変える～世
界の潮流・日本の選択～』で，インターネッ
トを使って環境をテーマに共同学習をしてい
る日本，イギリス，シンガポールの小学校を
結んで，新しい時代のメディア利用の様子を
紹介

1999 第26回
現代社会が抱える課題をテーマとするジャー
ナリスティックな番組を対象とする新たな部
門「教育ジャーナル部門」を追加新設

2000 第27回

2001 第28回

インターネットの普及やデジタル化の進展に
対応して，放送番組と CD-ROM や DVD，ウェ
ブサイトとの連動による総合的教育効果を評
価する「マルチメディア・コンペティション」
を試行（10 か国の 19 機関から 23 件の参加）

2002 第29回 放送番組に連動したウェブサイトを対象とす
る「ウェブ部門」が新設される

2003 第30回

「番組部門」「ウェブ部門」に加えて「番組企
画部門」を新設（優れた企画や旺盛な意欲が
ありながら，予算や機材等の条件が十分でな
いため制作が困難な国・地域の制作機関の優
れた番組制作企画に対して賞を贈呈し，制作
を支援する目的）

2004 第31回
2005 第32回 番組企画部門への応募が大幅増加
2006 第33回
2007 第34回

2008 第35回

コンクール参加対象をテレビ番組や映画など
の映像作品，ウェブサイト（放送番組との連動
の有無を問わない），教育ゲーム，その他の双
方向コンテンツ等も含めた「教育的な意図で制
作された音と映像を用いた作品全般」に拡大す
る大幅な改革を実施。部門は，「コンテンツ部
門」（5 カテゴリー）と「企画部門」の 2 部門
制（「ウェブ部門」は「コンテンツ部門」に吸収） 
コンクール名称も，「日本賞」教育コンテンツ
国際コンクールに変更

2009 第36回

2010 第37回

イノベイティブ・メディア賞が，特別賞の一
つとして新設される。（革新的なメディア活用
に挑んでいる優れたデジタルコンテンツを称
える賞）

2011 第38回
「コンテンツ部門」の新たなカテゴリーとして，
「イノベイティブ・メディア　カテゴリー」を
追加

2012 第39回 企画部門 10 回記念フォーラム開催
2013 第40回
2014 第41回
2015 第42回 放送開始 90 年／コンクール創設 50 周年

【幼児向け教育番組の成長】
・ 1997 年『テレタビーズ』（イギリス）が，『セサ

ミ・ストリート』以来久々の就学前教育番組と
して，グランプリ受賞

・1998 年，日本以外のアジアのテレビ幼児番組が，
初めて部門（カテゴリー）の最優秀賞を受賞（フィ
リピンの『バティボ』）

1990年代後半：
インターネットや衛星を利用した教育など，マル
チメディア時代を反映した番組，電話回線やイン
ターネットの利用で視聴者との双方向性を取り入
れた教育番組が注目され始める

2002～ 2007年：　
グランプリ作品（番組部門）は，成人対象のテレ
ビ番組が多いが，

【ウェブ部門】 では，子ども向けと，子どもの教育
や育児がテーマのウェブサイトの受賞が特徴的
　2002 年　『TVO キッズ・ドットコム』 
　2003 年　『南極』　（NHK 学校放送番組連動）
　2004 年　『サイバーチェイス・オンライン』　　
　2005 年　『フィルム・ガレージ』　　　　　　　
　2006 年　『子どもの居場所』
　2007 年　『ティーチャーズ・テレビ』

2008年～現在：
【グランプリ作品】は、テレビ番組や映画が中心，

内容面で新傾向もみられる
2009 年　幼児向け番組が久々にグランプリ受賞
　（イギリスの『きみのニュースはな～に？』）
2012 年　映画作品が初のグランプリ受賞（高齢化

社会の課題をとりあげた、成人対象のスペイン
のアニメ映画『皺』）

2013 年　視聴者参加型テレビ番組を中心に、ラジ
オ、ウェブ、モバイルを駆使したクロスメディ
ア作品がグランプリ受賞（イタリアの『カル
チャー ･ ショック』）

2014 年　教育キャンペーンを狙いとするイギリス
の映画がグランプリ受賞（『“ 自然とあそぼう！ ”
大作戦』）

【各カテゴリ－最優秀賞：テレビ番組以外の受賞例】
2008 年　児童向けカテゴリー（6 ～ 12 歳）最優

秀作品 は，テレビ番組と連動あるウェブサイト
( カナダの先住民族の伝統・文化を学ぶ Anash　
Interactive ）

2009 年　生涯教育カテゴリーで，放送番組と連動
しない教育ゲームが初めて最優秀作品に選ばれ
る（オランダの Sharkworld）

2011 年　アメリカの大学が開発した小学生向け算
数オンライン教育ゲーム『ゲームで学ぼう　分 
数』が，児童向けカテゴリー最優秀賞（放送と
の連動はなし）　

2013 年　放送番組とは連動しない，放送局が開
発した歴史学習用オンラインゲームが，初めて
カテゴリーの最優秀賞  ( アメリカ公共放送の 
Mission US）

注：「日本賞」コンクールに関して筆者が執筆した原稿およびコンクール事務局発行の各回の報告書の記録を基に作成。
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くない時代であった。独立間もない国々が，国の発展に不可欠な教育の普及
のために，放送というメディアに大きな期待を寄せていたという状況もあり，
「日本賞」教育番組国際コンクール（JAPAN PRIZE International Educational 

Program Contest）には，開始当初から，先進諸国だけでなく，発展途上国か
らも活発な参加がみられた。第 1 回コンクールには，世界全域の 46 か国 70

機関からラジオ 95 本，テレビ 90 本の番組の参加があった。以来 50 年，「日
本賞」は社会が大きく変容する中で，その時代時代の世界の教育メディアの
特徴と，教育の課題を映し出してきた（1）。

コンクール初期の時代（1965 年から 1980 年頃まで）には，全体的にみる
と国語，数学，理科，社会など学校教育の充実に向けた教科番組や，成人対
象の語学教育や職業教育，識字教育等を取り上げる番組など，基礎教育向け
の番組がエントリーの中核を占めていた。これらは明確な教育上の目的を持
ち，系統的に編成されたシリーズの中の番組であった。

メディアの変化という点では，1960 年代末から 70 年代前半にかけて，ラ
ジオからテレビへ，白黒からカラーへと，放送メディア内部での変化が顕著
になっていた。そうした変化の中，教育番組の制作に予算や人材の投入が進
み，『セサミ・ストリート』に代表されるような大型教育番組も登場し始めた。
発展途上国でもラジオ番組や白黒テレビ番組を中心に，教育効果の明確な作
品が続々登場するなど，目覚ましい成長をみせていた（井上 1977）。

（2）番組制作におけるテクノロジー活用の進展と
　　多様化する教育番組の内容── 80年代，90年代

続く 1980 年代は，高等教育や成人の学習向け番組の成長著しい時期とな
るが，CG や高度な特殊撮影技術が次々と先進国のテレビ番組制作に登場し，

「日本賞」でも，こうした技術を効果的に生かした番組が増えてきた。80 年
代後半 3 回のコンクールでグランプリを受賞した番組にもそのことが象徴的
に表れている（1985 年，イギリス公開大学の『動物の生理〜飛ぶ鳥のメカ
ニズム〜』／ 1987 年，カリフォルニア工科大学と南カリフォルニア・コンソー
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シアムによる『メカニカルユニバース〜ローレンツ変換の話〜』／ 1989 年，
NHK の『驚異の小宇宙　人体〜免疫〜』）。

ところで，「日本賞」コンクールでは番組の視聴や審査だけでなく，各国
から審査委員やオブザーバーとして来日する，コンクール参加者たちの交
流の場を重視して，シンポジウムやセミナーも開催してきた。そこでの議
論の基礎資料とする目的で，NHK 放送文化研究所の発案により，1979 年か
ら 1993 年までに計 8 回，コンクール参加機関を対象に，各国の教育番組を
めぐる状況を調べる国際アンケートを実施している（小平 1997b）。1980 年
代のアンケート結果からは，衛星放送やケーブル，文字放送やビデオ・パッ
ケージ教材など “ ニューメディア ” の教育利用が世界各地で進行している様
子が明らかになっており，1985 年開催のシンポジウム「多メディア時代の
教育放送と将来展望」では，審査委員長として来日していた BBC 教育局長が，
アンケート回答内容を補足して，BBC が開発していた教育用パソコンソフ
トやビデオディスクの事例，放送機関としてのマルチメディア政策の内容を
紹介し，参加者の注目を集めた（小平 1986b）。

また，すでに 1980 年代前半の段階で，メディアに関する
4 4 4 4

教育を扱う学校
放送番組が登場して，高い評価を得ていた点も重要である。（1981 年，オー
ストラリアの『メディア〜コマーシャルができるまで〜』／ 1985 年，スウェー
デンの『アニメ映画をつくる』。いずれも初等教育部門の最優秀賞を受賞）。

なお，ラジオ番組の参加数は 1970 年以降減少の一途をたどったが，ニュー
メディアの時代にあっても重要な教育メディアとの判断から，1989 年まで
対象メディアに含まれていた（秋山・今泉 1982）。
「日本賞」参加番組の内容面での特徴に目を向けてみると，1970 年代か

ら 80 年代，さらに 90 年代へと時代が進み，社会の変化が大きくなるにつれ，
社会が直面するさまざまな課題，今日的な課題を取り上げる番組の増加が顕
著になっている。環境問題，異文化理解，戦争と平和，貧困や児童労働，薬
物，エイズ，いじめや差別，子どもの心をめぐる問題，親子・家族の問題，
教師と生徒の関係など教育番組のテーマは多様化し，世界に共通する課題も
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増えてきた。70 年代までの伝統的な，直接教授型の教科番組中心の時代から，
現代的・今日的課題を扱う番組が重視される時代への移行とみることができ
よう。

1990 年代以降，当初は大人が考えるべき課題として取り上げられていた
社会の現実を直視するテーマが，子ども自身も対処すべきテーマとなってき
たことも，重要な特徴である（小平 1997b，2003）。このことは，90 年代の「日
本賞」グランプリ受賞作品の例にも表れている（1991 年，アメリカ CTW 制
作の『3-2-1 コンタクト環境スペシャル〜ゴミの真実〜』／ 1996 年，イギリ
ス商業テレビの学校放送番組『健全な心〜いじめをやめよう〜』。いずれも
小学生対象の番組）。

（3）インターネットの普及を契機とした教育番組・コンテンツの新展開

①教育メディアの多様化と 2000 年以降にみる「日本賞」の新展開
「日本賞」は 1965 年の開始以来，放送番組が対象のコンクールであったが

（1989 年まではラジオ番組とテレビ番組，1991 年以降はテレビ番組のみが対
象），90 年代後半以降の急速なインターネットの普及やデジタル化の進展に
伴い参加番組においても，電話回線やインターネットを利用して，視聴者と
の双方向性を取り入れた学習者参加型番組が登場する状況も現れるようにな
り，コンクールを新たな時代へ向かわせることとなっていく。

まず 2001 年，「日本賞」初の試みとして，放送番組と連動して教育効果を
発揮する CD-ROM や DVD, ウェブサイトの参加を呼びかけて「マルチメディ
ア・コンペティション」を開催したところ，意欲的で多様なコンテンツの存
在と教育メディア関係者たちの関心の高さを実感する結果となった。

これを受けて 2002 年には，番組に連動したウェブサイトを対象とする
「ウェブ部門」が正式に新設され，2007 年までの 6 回のコンクールに，25 か
国から計 144 のウェブ作品がエントリーされた。北米とヨーロッパを中心に，
先進諸国からの応募が圧倒的に多いが，限られた機関ながら，アジアやアフ
リカからも複数回エントリーしている機関が存在する。幼児向けから成人向
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けまで多様な教育番組に連動したウェブサイトが参加しているが，この時期
に受賞という形で高い評価を受けたものは，子ども向け教育番組のウェブサ
イトと子どもの教育や保育に関するウェブサイトという結果になっている。
新しいメディアを子どもの教育に活用しようという意気込みの表れともいえ
よう。以下は，2002~2007 年のウェブ部門最優秀賞受賞サイトの簡単な紹介
である。

2002 年『TVO キッズ・ドットコム（tvokids.com）』…カナダ，オンタリオ州の公共放送局

による小学生・幼児向け番組のポータルサイト。番組の人気キャラクターを登場させ，

好奇心を刺激するゲームを開発して，子どもたちを自然に学びの世界に引き込むことに

成功している点や，州の教育カリキュラムに沿った内容が組み込まれ，教師や親向けに

提供されているウェブサイト活用案の充実ぶりなどが評価された。

2003 年『南極（Antarctica）』…NHK の小学校向け学校放送シリーズのサイト。南極と地

球の環境を守るための協力を，番組と連動して呼びかけるサイトで，絵文字を利用して，

国を超えた子ども同士のコミュニケーションを可能にした工夫などが評価された。

2004 年『サイバーチェイス・オンライン（Cyberchase Online）』…アメリカの公共放送局

WNET の小学生向け（8-11 歳）算数番組シリーズのサイト。子どもが何度でも戻ってき

てゲームを楽しみながら学習を続けたくなる双方向性の工夫が評価された。

2005 年『フィルム・ガレージ（Garage about films）』…スウェーデン教育放送による，10

代の若者たちに創造的に表現することを促す番組に連動したサイトで，この年代の心を

つかむために，インターネット文化を効果的に教育に取り込んだ点が評価された。

2006 年『子どもの居場所（A Place of Our Own/Los Niños en su Casa）』…乳幼時期の子育て

に関わる保護者や保育関係者，保育士を目指す人々を支援するプロジェクトとして，カ

リフォルニアの公共放送局 KCET が始めた，番組（英語版 / スペイン語版）に連動したウェ

ブサイト。内容の充実に加えて，複雑な機器操作を得意としない利用対象者が多いこと

を配慮して，多岐にわたる情報を分かりやすく整理・提供している点が評価された。（小

平 2007）

2007 年『ティーチャーズ・テレビ（Teachers TV）』…イギリス教育省のバックアップで

2005 年に始まった，デジタルテレビ放送とウェブサイトによる世界初の教育関係者向

け専門チャンネルのポータルサイト。さまざまな教師の授業方法を学ぶことができる番

組，内外の教育問題を論じる番組，各教科の授業で教材として利用するための教育番組
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放送機関だけでなくさまざまな制作会社や大学等の教育機関においても，
双方向教材や教育ゲームを開発する動きが進行する中，2008 年の「日本賞」
から，参加対象はさらに拡大されることとなった。テレビ番組や映画等の映
像作品，ウェブサイト（放送番組との連動の有無は問わない）や教育ゲーム，
その他の双方向コンテンツ等も含めた「教育的な意図で制作された音と映像
を用いたあらゆる形態の教育コンテンツ」が参加可能になるという大幅な改
革となり，コンクールの名称も，「日本賞」教育コンテンツ国際コンクール

（JAPAN PRIZE International Contest for Educational Media）に変更された。
テレビ番組とウェブサイト等の双方向コンテンツを同じ土俵で審査するこ

とになった最初の年には，カナダの先住民族の伝統・文化を学ぶ目的の放
送番組に連動したウェブサイト『アナッシュ・インタラクティブ』（Anash 

Interactive）が，児童向けカテゴリー（6 〜 12 歳対象）の最優秀作品に選出
された。続く 2009 年には，生涯教育カテゴリーで，放送番組との連動はな
い教育ゲーム『シャークワールド』（Sharkworld）が最優秀作品に選ばれて
いる。この分野の先進国オランダのゲーム制作会社による，企業経営がテー
マのオンライン・シミュレーションゲームである。その後も，2011 年に
は，アメリカの大学のゲームサイエンスセンターが開発した，小学生用オン
ラインゲーム『ゲームで学ぼう 分数』（Refraction: Teaching Fractions through 

Gameplay）が，子どもの学習傾向や具体的なつまずきに個別対応が可能な
設計となっている点が高く評価され，児童向けカテゴリーの最優秀賞を受賞
している。

このように，放送機関以外による教育コンテンツ制作が成長する中，放送
機関でも新たな動きがみられる。2013 年の「日本賞」では，アメリカの公

や映像クリップ集など，サービスの内容は多岐に渡り，ダウンロードも可能である。オ

ンデマンドのビデオ視聴が可能なウェブサイトを通じて，教師同士の情報交換の場が国

を超えて提供され，世界中の教師が優れた教授法を共有可能になっている点も評価され

た。その後 2010 年にはオンライン専門サービスとなった。
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共放送局 WNET が歴史教育専門組織やゲーム制作専門会社と共同で開発し
た中学生向け歴史学習用のオンライン・ロールプレイングゲーム『ミッショ
ン US』（Mission US）が，青少年向けカテゴリー（12 〜 17 歳対象）の最優
秀賞を受賞した。放送番組との連動はないゲームである。子どもたちがさま
ざまな時代の同年齢の人物の目を通して自国の歴史を体験することで，歴史
に興味を持たせようというゲームで，知識習得だけでなくクリティカルな思
考力や体系的なものの考え方や決断力，コミュニケーション能力等，問題解
決力の育成に役立つことも意図している点や，授業中に友だちと一緒にプレ
イすることも自宅で一人でプレイすることも想定して設計されている点が評
価された。受賞対象となったのは奴隷制がテーマのゲームであるが，多様な
時代を取り上げるシリーズものとして継続開発中で，2015 年にはオンライン
とタブレットアプリの両方に対応するゲームが登場予定という（小平 2014）。

② 2000 年以降の教育番組・コンテンツの内容・演出面での特徴
ここまで，2000 年以降のメディア環境の急速な進展を映し出す形で，ウェ

ブサイトやゲーム等，デジタルコンテンツの傾向をみてきたが，コンクール
参加作品全体を俯瞰してみると，この期間も放送メディアであるテレビ番組
が，参加数，受賞実績ともに，中心的位置を占めていることが分かる。詳細
は別稿（小平 2011）に譲るが，教育ニーズへの対応という観点から，この
時期の番組やコンテンツの内容・演出面での特徴を整理しておこう。

1990 年代に引き続き，社会の厳しい現実に向き合う教育番組は相変わら
ず重要な位置を占めているが，2000 年代に入ると，斬新な切り口が採用さ
れる傾向が顕著になってきた。当事者の登場によって教育的効果をもたらす
という，新しいタイプの番組の登場・増加が注目される。例えば，2000 年の「日
本賞」グランプリ受賞番組『レンズの向こうの真実』（Through a Blue Lens）は，
警察官グループと麻薬常習者たちの間に生まれた信頼関係で実現したドキュ
メンタリーだが，視覚と感情に強く訴えるというテレビの特性が発揮される
中で，自分たちのようにならないで欲しいという当事者から若者たちに向け
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た強いメッセージが伝わる作品であった。放送後，DVD 教材化もされている。
障害に対する正しい認識を求める番組が増えていることも近年の重要な特

徴である。ダウン症の人たちの非凡な思考力と感性豊かな生活を，彼ら自身
が描いたアニメーション，彼ら自身のナレーション，インタビューの組み合
わせという独自の手法で紹介する『自分でできるよ』（Tying Your Own Shoes，
2010 年福祉教育カテゴリーの最優秀賞受賞）は，静かな映像と語りの中に，
ダウン症に対する正しい理解を求め，固定観念を打ち破って，違いに対する
理解を促す迫力を感じさせるカナダのテレビ番組であった。

自らの子どもや家族を登場させることで，教育的なメッセージを効果的
に伝えているテレビ番組や映画の増加傾向も注目される。2013 年「日本賞」
で福祉教育カテゴリーの最優秀賞を受賞したカナダの『星の子アルフェ』

（Alphée des étoile）は，遺伝子障害のある愛娘アルフェの成長と，それを見
つめる家族の愛情を，映画監督である父親が温かい眼差しで記録したドキュ
メンタリー映画だが，子ども一人ひとりにとっての成長とは何か，真の幸せ
とは何かなど，随所に教育の本質を考えさせる内容を含む作品であった。多
くの人にとって体験する機会がなく，理解が難しい世界を内面から伝える映
像は，重要な教育効果をもたらす力を秘めていることを示す例といえよう。

世界共通の教育課題でもあるいじめをテーマとする教育番組は，2000 年
以降も多くの国で制作されている。最近の特徴は，いじめが生じない環境を
積極的に育てようという趣旨のテレビ番組が，小学校低学年の子どもたちと
教師に向けて開発されるようになった点にあるといえよう。

子どもの科学離れが世界的に懸念される中，科学への関心を高め，科学的
思考の育成を目指す教育番組は，2000 年以降も多様な形で開発され，「日本
賞」への参加も多い。ユーモアたっぷりの科学者や同世代の子どもたちが番
組進行役を務めたり，番組ウェブサイトの双方向ゲームに工夫を凝らしたり，
さまざまな方法で子どもたちを科学の世界に引き込もうとする番組が登場し
ている。そうした中，2010 年の「日本賞」で児童向けカテゴリーの最優秀
賞を受賞した NHK の『大科学実験』は，CG や特殊撮影に頼らず，スケー
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ルの大きい実験や実写映像で自然界の法則を検証するというテレビの特性を
効果的に発揮する方法を採用し，科学の楽しさや奥深さを分かりやすく伝え
ようとしている点が評価された番組であった。

新しいメディアを活用した
4 4 4 4 4

教育コンテンツの実態については，すでに紹介
してきたが，メディアに関する

4 4 4 4

教育・学習への高まりも，2 つの異なるタイ
プとして顕著に現れている。1 つは，懸念されるメディアの影響に対処する
狙いをもつ番組やコンテンツで，近年特に，インターネットやスマートフォ
ンに焦点を当てた内容が増えている。2014 年「日本賞」で高い評価を得た
ドイツのクロスメディア作品『ネットウォーズ』（netwars/out of CTRL，クリ
エイティブ・フロンティアカテゴリーの最優秀賞）もまさにその一例で，ネッ
トに接続されたコンピューターがサイバー戦争に利用され得る危険性という
現代社会の重要課題を，テレビドキュメンタリー，ウェブサイト，モバイル
向けグラフィック・ノベルとゲームを組み合わせたアプリという多様な表
現方法を駆使して，幅広い年代層に訴えることに成功している（小平 2015）。
もう 1 つはより積極的，基本的なスタンスでメディアと関わる力を育てるこ
と（メディア・リテラシーの育成）を目的とするものである。この分野の教
育で定評あるフィンランドのメディア教育用ウェブサイト『メディアコンパ
ス』（Mediakompassi，公共放送局のサイトで，2009 年「日本賞」参加）では，
メディア特性や情報分析の学習と映像制作体験が可能で，学年に対応した難
易度の異なる教材と，教師・親向けの情報を提供する総合的なポータルサイ
トとして統合されており，あらゆる人々にとってメディアの学習が重要なこ
とを実感させる教材となっている（小平 2012）。

その他にも，生徒と教師の関係やクラス経営の問題など深刻化する学校の
課題への対応として，ドラマやドキュメンタリーなど多様なテレビ番組が制
作されており，加えて教師向けの双方向アプリケーションソフトの開発例も
みられる。また，幼児向けの教育番組では親の離婚といったテーマも含めて，
幼児自身が社会の現実に向き合うことに着目した番組が増えている点も，今
日的課題を反映するものとして，注目されよう。
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3  BBCの教育サービスにみるダイナミックな展開と一貫したポリシー

各国の公共放送はラジオ，テレビの時代を通じて多様な教育番組の放送を
行ってきたが，前節でもみたとおり，1990 年代半ば以降はインターネット
の登場・普及とさまざまな形でのデジタル化の進展の中で，放送と新しいテ
クノロジーを組み合わせた試みが可能となり，放送機関の教育・学習サービ
スは変革の時代を迎えている。ここでは，早い段階でインターネットをラジ
オ，テレビに続く第 3 のメディアと位置づけて，積極的に教育サービスに取
り入れてきたイギリスの公共放送 BBC（イギリス放送協会）に焦点を当てて，
特に子どもの教育・学習の観点から最近の動向を紹介する。

（1）BBC教育放送の基本的な特徴──マルチメディアの発想基盤

  イギリスの教育放送の歴史は，BBC の前身，イギリス放送会社時代の
1924 年のラジオ学校放送の開始に遡る。テレビ学校放送の開始は 1957 年で
日本より 4 年遅いが，BBC だけでなく公共的性格の強い商業テレビでも長
期に渡り実施され，互いに刺激を与えながら発展してきた経緯がある。そ
の成果は「日本賞」コンクールでの両者の数々の受賞結果にも現れている。
BBC は発足以来「情報・教育・娯楽の提供」を公共放送の重要な使命とし
て常に強調してきたが，教育サービスの基本的特徴として，①ラジオという
メディアをいつの時代にも重視してきたこと，②教育番組の効果的な活用に
とっての関連教材の重要性，マルチメディアの発想が，ラジオ時代から存在
していたことは，特に重要と考えられる（小平 1986a）。

BBC でラジオ，テレビ，インターネットすべての時代の教育番組・コン
テンツ制作に関わってきた Auckland （2008）も指摘するとおり，BBC では
ラジオ教育放送開始直後に，放送メディアの一方向性の限界をめぐる議論
が行われており，真の教育・学習には「放送を超えた活動」（“beyond the 

broadcast” activity）が必要であることが認識されていた。この基本姿勢が教
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1924 BBC ラジオ学校放送開始
1936 BBC テレビ本放送開始

1957 テレビ学校放送開始
　　　（5 月：商業テレビ／ 9 月：BBC）

1964 BBC 第 2 テレビ，放送開始

1969 公開大学（Open University) 創設　→　1971 年，
番組放送開始

1982
BBC コンピューター・リテラシー・プロジェ
クト発足
チャンネル 4（C4），放送開始

1983 BBCテレビ学校放送，BBC1 から BBC2 へ移行
1987 商業テレビ ITVの学校放送，C4での放送へ移行
1988 ＊1988 年教育改革法成立　
1989 ＊全国共通カリキュラムの導入開始

1991 ＊カリキュラム定着確認の共通テスト段階的導
入開始

1994 BBC 教育局，インターネットで番組情報提供
開始（BBC Education Online)

1995 BBC2 で 早 朝 の 教 育 番 組 集 中 放 送 時 間 帯  
Learning Zone 開始

1996

BBC の新戦略『デジタル時代の選択と拡大』
発表
BBC ラジオ学校放送番組の日中時間帯の放送
終了

1997
BBC, 3 か年コンピューター・リテラシー・キャ
ンペーン開始　（Computers Don't Bite）
BBCのホームページ，BBC Online 全面本格開始

1998

BBC, 中等教育終了資格試験準備向けテレ
ビ番組とウェブサイト開始（GCSE Bitesize 
Revision)
　⇒低学年対象の Bitesize（バイトサイズ）サー

ビスも開発へ
BBC， 『21 世紀の BBC』を発表　

1999

BBC, インターネット活用促進キャンペーン 
WebWise 開始
BBC テレビ学校放送の中等教育向け番組，す
べて早朝の放送となる
ダイクBBC副会長スピーチ「BBCの教育ビジョ
ン」
⇒「21 世紀の学習革命において，BBC は中心

的役割を果たす」

2000 BBC, インターネット・リテラシー・オンライ
ンコース Becoming Web Wise 開始

2002

BBC, デジタルチャンネルで子ども向けサービ
ス 2 系統開始（CBBC と CBeebies)，ウェブサ
イト充実へ
BBC,　子ども・教師向け 「21 世紀の教室」開設
BBC，Radio Player を通じてラジオをネット経
由のオンデマンドで提供開始

2003

BBC, 3 週間にわたって WebWise キャンペーン
実施

「2003 年放送通信法」成立　⇒　Ofcom 設立，
メディア・リテラシーへの注目度高まる

2004

メディア・リテラシー会議開催（BBC,C4 等放
送機関も共催）
BBC の将来ビジョン『公共的価値の構築：デ
ジタル時代に BBC を一新する』

2005 世 界 初 の 教 育 関 係 者 向 け 専 門 チ ャ ン ネ ル
TeachersTV（デジタル放送とウェブサイト）開始

2006

BBC のデジタルカリキュラム「BBC Jam」開
始（～ 2007. 3 で終了）
＊英政府，BBC の将来に関する放送白書『す

べての人々に公共サービスを：デジタル時代
の BBC』発表

BBC，『創造的な未来』と題する事業計画発表
BBC News School Report 開始
BBC，動画クリップ無料配信サービス Clips in 
the Classroom 公式開始

2007

BBC 特許状と協定書発効で，「教育と学習の促
進」を含む 6 つの公共的目的を明示
BBC,　パソコンでテレビ番組をオンデマンド
視聴できる iPlayer （無料）開始
BBC, 7～14 歳 向 け 映 像 制 作 プ ロ ジ ェ ク ト 
CBBC me and my movie 開始

2008

CBBC と CBeebies の番組，インターネット上
での視聴が可能になる
BBC, 7 ～ 11 歳対象 , 詩の朗読プロジェクト　
Off by Heart 開始

2009 ＊英政府，白書『デジタル完全以降後のイギリ
ス』を発表

2010
BBC, メディア・リテラシー・キャンペーン First 
Click を開始　→　2011　First Click Friends イ
ニシアチブへ展開

2013

CBeebies, 携帯向けアプリの提供開始
BBC, 2015 年に国民のデジタルスキルや創造
力の向上をはかる全国プロジェクト（Make It 
Digital）開始予定を発表

2014

BBC iWonder のサービス開始
BBC Bitesize，学校教育カリキュラム対応ポー
タルサイトとして大刷新　（タブレット，スマー
トフォンからも利用しやすい環境に）
＊コンピューター科学に関するイングランドの

学校教育カリキュラム（5〜16 歳）大幅変更
　⇒ BBC の教育部門，子ども番組部門が，放送，

PC，タブレット，スマートフォンを介して
支援サービスを開始

BBC，クラシック音楽に対する子どもの関心を
高める Ten Pieces プロジェクトを開始

2015 2015 年の BBC重点プロジェクト「デジタル推進」

表2　BBCの教育サービスに関する年表（学校教育向けを中心に）

注１：筆者がイギリスの教育放送に関する原稿に発表してきたものから抜粋・再整理のうえ，最新情報を加えて作成。高等
教育や生涯学習に関する情報も含めた詳細については，小平（1986a，2000，2009，2012）を参照されたい。

注２：＊に続く明朝書体の項目は放送以外の項目であることを示している。



放送メディア研究　No.12　2015

268

師向けテキストや児童生徒向けワークシート，副読本，スライドや写真セッ
ト等の補助教材（番組関連教材）の積極的な開発に結びついた。BBC は自
ら制作した教育番組の録音教材化や，ビデオ教材化にも積極的であった。

1980 年代に入ると，教育にコンピューターを積極的に取り入れようとす
る社会の動向にいち早く対応して，1982 年に BBC コンピューター・リテラ
シー・プロジェクトを発足させた。BBC 自身が開発したコンピューター（BBC

マイコン）を全国の学校へ普及させつつ，さまざまな教科のラジオ・テレビ
教育番組の補助教材となるパソコンソフトの開発を進めた。

（2）デジタル時代の学習革命
　　──積極的な学校教育向けインターネット展開

① 1990 年代：メディア界，教育界の変革期
1990 年代に入ると，CD-ROM や DVD 教材の開発も進展した。さらにイ

ンターネットの登場に際しては，このテクノロジーが教育目的に極めて有
用であることを察知した BBC の教育部門が，他部局に先駆けて対応を始め，
その意義を BBC 内に広く啓発する役目も担っていく。BBC 全体のオンライ
ン・サービス BBC Online の正式スタートは 1997 年 12 月だが，教育部門で
は 1994 年頃から教育番組に関連する情報をネット上に公開して，検索機能
の改善を進めたり，利用者からのフィードバック収集にインターネット利用
を試みたりしながら，個々の番組のウェブサイトだけでなく，教育サービス
全体としてのポータルサイト BBC Education Online の充実へ向けて取り組み
を始めていた。その状況に注目していたヨーロッパの公共放送機関は，BBC

の経験を参考にしながら，自らの教育サイトの開発を進めていった（小平 

1996）。
1990 年代半ば以降の BBC の教育サービスの展開を理解するうえで，イギ

リスの教育界の動きと，社会全般の動向にも目を向けておく必要があろう。
【学校教育制度の変革】　イギリスでは，サッチャー政権時代の「1988 年

教育改革法」の成立で，初めて全国共通カリキュラムが導入されることになっ



海外にみる教育番組・コンテンツの傾向と公共放送の役割

269

た。その背景には，国際競争時代を生き残るために国全体の教育水準の向上
が必須であるとの強い認識があり，1990 年代には，全国共通テストの導入
をはじめ，イギリスの学校教育現場はかつてない大規模な変革の時代を迎え
た。全国共通カリキュラムで特に重視されたのは「読み書き計算などの基礎
的能力の育成」と，「情報コミュニケーション技術（ICT）に関する学習の強化」
であった。BBC の学校教育向けサービスも，内容と方法の両面から，この
点を強く意識していくこととなる（小平 2000）。
【インフォーマルな教育の重視】　この時期，学校における教育の充実が重

要課題となる一方で，「教育」「学習」をより広い視野から捉える社会的傾向
も進行していた。BBC の教育サービスもこれに呼応して，「フォーマルな場
としての学校での教育」だけでなく，「あらゆる場面での個人のニーズに合っ
た学習」を重視する中で，子どもの学びを豊かにしていく時代となってきた。

以上のことは，1990 年代後半以降 2000 年代を通して相次いで発表された，
BBC 総体としてのデジタル時代の戦略やビジョンの中にも，明確に位置づ
けられていた（小平 2009）。例えば，1998 年 12 月に発表された『21 世紀の
BBC』（BBC Beyond 2000）では，「あらゆる部門が協力して，デジタル技術
とオンラインというメディアを活用し，子どもから大人まで，さまざまな状
況にあるすべての視聴者に対する学習の機会提供を拡大させていくが，この
テーマにおいて教育部門は，21 世紀の BBC の先頭に立つ」ことが強調され
た。翌年の副会長スピーチ『BBC の教育ビジョン』（An Education Vision for 

BBC）でも，21 世紀の学習革命において BBC が中心的な役割を果たしてい
くとして，学校教育カリキュラムに基づくデジタルコンテンツ教材の開発予
定を発表するなど，社会に向けても積極的な姿勢を示した。

②加速する学校教育サービスにみるインターネット重視傾向
　──BBCバイトサイズ・シリーズと映像クリップ・ライブラリー
全国共通カリキュラムの導入という教育界の大変革とインターネットの普

及というメディア状況の変化の中で，BBC の学校教育向けサービスにおけ
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るインターネット利用の流れを一気に加速するきっかけとなったのが，1998 

年に始まった GCSE Bitesize Revision である（「Bitesize」は「一口サイズ」
「容易にできる」の意味）。中等教育終了一般資格試験（GCSE）の準備をす
る子どもたち（14~16 歳）を対象に，テレビ番組，印刷教材，ウェブサイト，
CD-ROM 等を通じて，各試験科目の学習を手助けするというもので，専門
の教師や試験担当者たちの協力を得て入念な準備のもとに開発されたもので
あった。ウェブサイトでは，フィードバック付きの模擬テストや，子ども同
士のチャット・フォーラムも設けられるなど，多様な工夫が盛り込まれてお
り，開始初年度の段階で受験対象者の 7 割がいずれかのメディアでこの学習
教材にアクセスするなど，大きな反響を得ていた。取り上げる教科の数も徐々
に増え，低学年層を対象としたバイトサイズ（Bitesize）シリーズ（5~7 歳向
け =KS1，7~11 歳向け＝ KS2, 11~14 歳向け =KS3）の開発も進行した（2）。

BBC ではそれまで初等・中等教育向けサービスとして，ラジオとテレビ
を中核にさまざまな教科の番組を提供してきたが，2000 年代に入ると，全
国教育カリキュラムと統一試験対応学習に向けた，デジタル教材による学校
教育向けサービスをインターネット中心に構築する方向へ転換してみせたの
である。これらの教材は学校の授業での利用と，家庭での自学自習利用のい
ずれも想定して開発されていた点も重要な特徴である。

BBC がバイトサイズと並んで力を入れてきたもう 1 つの重要な学校教育
サービスが Learning Zone Broadband: Class Clips と呼ばれるブロードバンド映
像クリップ・ライブラリーである。BBC では 1990 年代半ばから，Learning 

Zone と呼ばれる早朝時間帯に録画利用向けの教育番組を多数放送してきた
が，Class Clips はそれらの番組の一部を教室利用向けの検索機能に優れた動
画教材としてブロードバンド配信するというもので，2000 年代に入る直前
から実験的試みが始まり，現在までに 1 万近いクリップが蓄積されている。
4 分以内程度にクリップ化された映像は，カリキュラムや教科，学年，トピッ
ク，キーワード等による詳細な検索が可能で，クリップに関するあらゆる情
報を蓄積し，各分野の専門教師によるクリップの内容解説や授業での利用方
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法アドバイス等の情報の整備も進められてきた。

③ 2015 年以降を見据えたさらなる展開
　──進むタブレット，スマートフォン対応とデジタル創造の時代
1998 年以来の蓄積と改善を重ねてきた BBC バイトサイズ・シリーズは

2014 年，イギリスの初等・中等教育のカリキュラムに対応するポータルサ
イト（http://www.bbc.co.uk/education）として大幅に刷新された（3）。特に重要
なのは，パソコンだけでなくタブレットやスマートフォンからも利用しやす
い環境を整えた点である。このこととも連動して，教師用の利用ガイドに加
えて，子どもたちが個人で学習を進める際のガイドの充実が進められた。ま
た，学習内容に対応する映像クリップ（Class Clips）に，バイトサイズのウェ
ブサイトからアクセスしやすい仕組みも整備された。2014 年現在，バイト
サイズ・シリーズ全体で，約 1000 項目の学習ガイドとクイズ（理解度確認
テスト），5000 のインフォグラフィックス（情報，データ，知識を視覚的に
表現したもの），1 万近い映像クリップが含まれている。

2014 年秋からの新年度にイングランドでは，コンピューター科学のカリ
キュラム（5 〜 16 歳対象）が大幅に変更されたが，BBC では早速このタイ
ミングを捉えて，教育部門と子ども番組部門が連携して対応を始めている。
これは BBC が 2015 年に本格化する「デジタル推進プロジェクト：Make It 

Digital」（英国民のデジタルスキルや創造力の向上を図る全国プロジェクト）
を一部先行したもので，次世代を担う子どもたちに，コーディングやプログ
ラミング，デジタル技術に対する興味を喚起することを目的としている。バ
イトサイズで提供する「コンピューター科学」用の各種教材の刷新・充実と
合わせて，小学生や幼児に，コンピューターが果たす社会的意義を分かりや
すく知らせ，コンピューターを使った創造的な活動に対する関心を高めるた
めの家庭視聴向け番組もスタートさせている（4）。

番組から派生したコンテンツとして，子どもがパソコンやスマートフォン
で容易にオリジナルのゲームをつくることができるツールも作成するなど，
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BBC では子どもたちが学校と家庭のいずれにおいてもこのテーマに触れる
機会を増やして，現在の教育課題への対応を開始している。変化をいち早く
読み取り多面的に対応するという BBC 教育サービスの基本ポリシーは，こ
こにも現れている。

（3）学校・子ども参加型教育サービスの多面的な展開

2000 年代以降の BBC の学校教育向けサービスでは，BBC の有する豊富な
資源と経験を生かした多様な学校・子ども参加型教育イベントの展開も，重
要な位置を占めていると考えられる（小平 2009，2012）。

2002 年秋，「21 世紀の教室」と呼ばれる，子どもと教師に最先端テクノロ
ジーに触れる機会を提供する体験型ワークショップの場が，ロンドンとグラ
スゴ―に開設された。子どもたちの創造性を高めるきっかけを提供するとと
もに，テクノロジーに不安を抱く教師たちに自信を持ってもらおうという発
想で始まったプロジェクトであった。

2007 年開始の CBBC me and my movie プロジェクト（7 〜 14 歳対象）は，
子どもたちが映像制作を通して，自分のストーリーを人に伝えることを学ぶ
ことを目的としたもので，作品をサイトに投稿して他の子どもたちと評価し
合う仕組みも設けられ，コンテストも開催されていた。2008 年には 7 〜 11

歳の子どもたちに朗読の楽しみを体験させるプロジェクト Off By Heart が
登場している。授業で利用する教材として，著名人による朗読等 BBC の映
像資源をウェブサイトで提供し，子どもにとって成果発表の場となる朗読コ
ンテストも開催するという教育イベントで，コンテストに先立って全国各地
でワークショップも企画されるというものであった。いずれの場合も，ダウ
ンロード可能で丁寧な教師用ガイドブックの準備を通して，授業での活用を
支援している。2014 年秋に始まった Ten Pieces プロジェクトは，小学生の
クラシック音楽に対する興味を喚起して，作曲やダンス，デジタルアート等
の創造活動に発展させようというもので，BBC オーケストラや合唱団の協
力も得た教育イベントである。
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2006 年秋の開始以来，着実に全国の学校に浸透してきた BBC News 

School Report は，全国の 11 〜 16 歳の子どもたちに，ラジオ，テレビ，ウェ
ブでのニュース制作を体験させ，最終的に BBC の放送やウェブサイトを通
して，成果発表の場を提供する大規模なプロジェクトである。1 日限りの記
念体験イベントではなく，子どもたちに世界のニュースに関心を持たせ，批
判的思考力や調査，コミュニケーション，チームワーク等さまざまな能力を
身につけさせるという観点から，BBC が学校教育の内容を支援するもので
ある。

学校には予めニュースについて学習し，必要に応じたトレーニングの期間
を設けることが推奨され，この間必要に応じて，機器操作や編集の指導者と
してメンターと呼ばれる専門家を学校に派遣することもある。ウェブサイト
には国語，ICT，市民教育等の授業での利用を想定した詳細な教師用レッス
ンプランや，BBC 現役のプロのジャーナリストたちによるコメントやアド
バイスが多数の動画も含めて提供されており，本格的なニュース学習を支援
するものとなっている。レッスンプランや現役ジャーナリストの経験に基づ
くアドバイスには，ニュースの本質に関わるものが多く，大学の授業でも利
用できる内容といえる。ニュースに限らず，さまざまな形でメディア制作に
関わっていく時代の子どもたちには，その背後にある公共的な価値や責任を
理解し，次世代社会を構成する市民として鋭い視点を持つ視聴者やジャーナ
リスト・制作者に育って欲しいという願いから，ニュース，教育，子ども
向け番組を始め BBC 内のさまざまな分野のプロフェッショナルが貢献する，
公共放送機関ならではの教育プロジェクトといえる（小平 2012）。

学校・子ども参加型教育サービスにおいては，子どもたちには公の場で発
表するという参加目的を与え，そのプロセスで重要な役割を果たす学校を支
援するため，BBC として可能な映像・音声・文字情報資源，さらには人的
資源や対面型イベントの機会も提供するという形で，さまざまな内容の教育
活動に対応していく。BBC の新しい形の学校教育向けサービスの特徴とし
て注目される。
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以上のとおり，BBC の学校教育サービスは，一方では学校教育カリキュ
ラムに対応するオンライン中心の教材の内容を充実させて，さまざまなデバ
イスで展開して活用場面を広げつつ，他方では創造性・表現力育成に向けた
さまざまなテーマについて，放送，オンラインの他に対面型イベントも組み
合わせて，学校や子どもたちに学習の機会を提供する等，多面的な展開をみ
せている。テクノロジーの進歩やメディアの変化には先見性をもって積極的
に関わり，より豊かな教育・学習環境の創出と最善の効果を模索する方向を
めざしつつ，教育の本質は対面コミュニケーションであることを意識してい
る点が重要といえよう。

イギリスに限らず，ヨーロッパ諸国やオーストラリア，そして日本も含め
て，学校放送の実績をもつ各国の公共放送では，番組のオンデマンド提供や
映像クリップ集の充実等，放送機関が得意とする映像サービスを中心に，多
様なデジタル教材と情報の提供を教師向け，児童生徒向け，そして親向けに
も進めており，その傾向は「日本賞」コンクールにも表れている。

アメリカの公共放送，学校教育向け番組は，日本やヨーロッパとは異なる
形で発展してきたが，教育番組に連動したウェブサイトや，学習用ゲームの
開発に積極的なことは，前節（『サイバーチェイス・オンライン』（261 ページ）
や『ミッション US』（263 ページ））でみたとおりである。またこの国でも
イギリス同様，国の教育水準の向上を目標とする教育改革を機に，公共放
送が教師向けウェブサイトの充実に力を入れてきた経緯がある（小平 2009）。
2014 年秋からの新年度に向けて，アメリカの公共放送（PBS）の教師向けサ
イト PBS LearningMedia では，教師が授業で利用する映像教材を事前に準
備しやすくするツールが開発され，児童生徒用ポータルサイトも整備される
など，デジタル時代の学習を魅力的にするための改善が行われたところであ
る。このサイトで提供されている映像を効果的に利用することで，反転授業
の実現も可能な点が紹介されているのは，アメリカらしいといえる（5）。
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4  まとめにかえて──今後の公共放送に求められる教育サービスの視点

本稿では，限られた範囲ではあるが，50 年の歴史を有する国際コンクー
ル「日本賞」にみる世界の教育番組・コンテンツの変容と，多様な教育サー
ビスを展開してきたイギリスの公共放送 BBC の動向について，特にメディ
アの変化が急速に進んだこの 20 年間に注目して紹介した。メディアの変化
は今後も続くと予想されるが，教育という営みには公的な要素が内在してお
り，公共放送が果たすべき役割はさらに重要性を増すと考えられる。そこで，
日本のことも念頭におきつつ，今後の教育番組・コンテンツと公共放送にお
ける教育サービスの可能性と課題について，若干の私見を述べたい。

放送に加えてインターネット等の新たなメディアを取り入れた放送機関に
よる教育サービスの進展は，スタイルの違いはあるものの，世界的な潮流で
ある。このような時期にこそ，教育メッセージとして発信する番組やコンテ
ンツの内容そのものが最も重要であることを，改めて認識する必要がある。
教育のさまざまな局面で「双方向性」が強調される中にあって，教育メディ
アについても，双方向メディアの評価が高いようだが，学びにおける双方向
性はメディアの中だけにあるもの，求めるものではない。15 分でも 30 分で
もさらに長時間でも，ひとまとまりの作品・教材にまずは一方向でじっくり
向き合い，その後で活発なやりとりを行うといった「双方向の活動」が見直
されていいように思われる。

また，BBC の例でもみたように，公共放送における教育サービスが「放送」
「インターネットに代表される新規メディア」に加えて，「直接コミュニケー
ション型（あるいは対面型）の教育イベント」にも注目して多面的に展開し
ていることには，重要な意味があると考えられる。教育の基本が対人コミュ
ニケーションであることを考えると，双方向メディアの時代になっても，公
共放送の教育サービスでは常に学習者である子どもたちや，指導者である教
師，親たちとの顔のみえるコミュニケーションを忘れてはならない。
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教育サービス全体の傾向が，「学校での授業中心の教育から，あらゆる場
面での一人ひとりのニーズに合った学習へ」と移行する傾向は，今後も進行
するものと思われる。子どもの学習にとっての教育番組や各種コンテンツを
考える場合にも，学校での利用だけでなく家庭を中心とする学校以外の場で
の利用，さらには両者の有機的な連携という視点が，これまで以上に重要に
なろう。読み書き等の基礎学力の地道な育成，また問題解決力や批判的思考
力，想像力，メディア・リテラシーの育成など，学校の授業だけでは完結し
きれない内容が教育の重要テーマとなっている状況では，ごく自然な流れと
いえよう。学校と家庭という子どもの学びの場を結びつけるだけでなく，教
師（学校）と親（家庭）が共に子どもをめぐる教育課題を考えていく場を，
放送番組，ウェブサイト，各地で開催される教育イベント等を通して形成し
ていくことも含めて，公共放送は「学習の場やメンバーを結びつけるオーガ
ナイザー」としての役割を期待されているといえよう。

人々が学習として意識する前に，放送機関が学習テーマとしての重要性を
認識して人々の関心や学習意欲を呼び起こし，さまざまな方法で学習の手が
かりを提供することも，ジャーナリズム機関としての重要な役割である。学
習テーマに導くだけでなく，多様な学習手段があることを示して，学習者自
身や指導者としての教師や親が，それぞれの置かれた環境で最も適した学習
方法を主体的に選択できるように導くこと，今後新たに登場するであろうメ
ディアも含めてメディアの利用が目的化しないための工夫を行うことも，「教
育サービス全体をデザインして提供する」立場にある公共放送の重要な使命
といえる。最後の点はすべての人々にとっての広い意味でのメディア・リテ
ラシーの育成というテーマともつながる課題であり，このテーマそのものに
も公共放送は常に率先して関わっていくことが重要といえる。

新たな時代に向けた放送番組や各種教育コンテンツの開発，教育サービス
の創造と効果的な活用のためには，多様なメンバーが連携しながら，手法の
開発・工夫も含めて，時代の要請に応じた調査研究を蓄積しつつ，その成果
を学校や家庭での教育・学習に反映させていくことが，これまでにも増して
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重要になっていくものと思われる。

【注釈】

（1）2014 年 10 月に開催された第 41 回コンクールには，62 の国と地域の 206 機関から，
320 作品が参加した。コンクール概要および過去の受賞番組に関する情報は，コンクー
ル事務局発行の各回の報告書の他，日英のウェブサイトからも入手が可能である。

（http://www.nhk.or.jp/jp-prize/index_j.html）
（2）  KS（キ―ステージ）は，複数学年層を表すもので，KS1,KS2,KS3,GCSE という区分は，

イングランドの場合である。ウェールズ，スコットランド，北アイルランドでは異なる
区分が用いられており，BBC では，それぞれに対応するサービスを提供している。

（3） BBC バイトサイズが対応する科目数を，キ―ステージ（学年層）ごとにみると，KS1
が 17，KS2 が 18，KS3 が 33，GCSE が 36 である（2014 年 12 月現在）。

（4）2014 年 9 月 1 日 BBC ウェブサイト発表記事 “BBC unveils new computing and coding 
content for children” 参照。

（http://www.bbc.co.uk/mediacentre/latestnews/2014/computing-coding）
（5） 2014 年 9 月 30 日 の PBS プ レ ス リ リ ー ス “PBS LeaningMedia Expands Classroom 

Offerings with New Teachers Tools and Student Portal”
（http://www.pbs.org/about/news/archive/2014/new-teacher-tools/）
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